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はじめにはじめにはじめにはじめに

このドキュメントは、Oracle Collaboration Suite リリース 1（9.0.3.0.1）に付属するリリース・ノートで
す。

リリース・ノートの構成についてリリース・ノートの構成についてリリース・ノートの構成についてリリース・ノートの構成について
このリリース・ノートは英語リリース・ノートの翻訳版です。日本語環境固有の情報については、
『Oracle Collaboration Suite for Linuxリリース・ノート』を参照してください。

マニュアルに記載されている名称についてマニュアルに記載されている名称についてマニュアルに記載されている名称についてマニュアルに記載されている名称について
Oracle Collaboration Suite関連マニュアルは、英語版を翻訳しているため、マニュアル中で参照されてい
る情報には、日本では提供されていないものも含まれます。

■ インターネット URL

■ マニュアル名

■ ソフトウェア名

最新情報の入手について最新情報の入手について最新情報の入手について最新情報の入手について
日本オラクルでは、インターネット開発者向けのあらゆる技術リソースを、24時間 365日提供するコ
ミュニティ・サイト OTN-J（Oracle Technology Network Japan）を運営しています。OTN-Jでは、最新の
技術情報、オンライン・マニュアル、ソフトウェア・コンポーネントなどを、無料で入手できます。

http://otn.oracle.co.jp/
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概要概要概要概要

このマニュアルでは、Oracle Collaboration Suiteパッチ・セット リリース 1（9.0.3）について説明しま
す。この章の内容は次のとおりです。

■ このマニュアルの目的
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このマニュアルの目的
このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的
このマニュアルでは、Oracle Collaboration Suiteの既知の問題に関するパッチ修正について説明します。

通常、オラクル社は、テストが完了し統合された製品の修正をパッチ・セットによって配布します。
パッチ・セットには、特定のエラー修正と、それによって修正されたファイルのみが含まれます。
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インスト
2

インストールインストールインストールインストール

この章では、Oracle Collaboration Suiteパッチ・セットのインストール方法を説明します。ここでは、次
の項目について説明します。

■ インストール準備

■ インストール

■ インストール後の作業
ール 2-1



インストール準備
インストール準備インストール準備インストール準備インストール準備
Oracle Collaboration Suiteパッチ・セットをインストールする前に、必要な準備作業について説明しま
す。

■ Oracle Collaboration Suite

■ Oracle Email

■ Oracle Files

Oracle Collaboration Suite
■ Oracleインストールのバックアップ

■ 環境変数の設定

■ インストール前に Oracle Enterprise Manager Web Siteを停止

Oracleインストールのバックアップインストールのバックアップインストールのバックアップインストールのバックアップ

次の手順でバックアップを取ります。

1. Oracleソフトウェアをインストールしたユーザー・アカウントでログインします。rootが所有する
ファイルのバックアップ権限が必要です。

2. Oracleデータベースのバックアップを取ります。

3. ORACLE_HOMEのバックアップを取ります。

4. oraInventoryディレクトリにある Oracle Universal Installerインベントリのバックアップを取りま
す。

a. oraInventoryディレクトリに移動します。

b. oraInventoryディレクトリとその内容を別のディレクトリにコピーします。

たとえば、oraInventory.bakです。

環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定
次の環境変数を設定します。

■ ORACLE_HOME

■ ORACLE_SID

■ $ORACLE_HOME/binを環境変数 PATHに追加

■ Linuxの場合 :

$ORACLE_HOME/lib:$ORACLE_HOME/network/libを環境変数 LD_LIBRARY_PATHに追加

■ HP-UXの場合 : 

$ORACLE_HOME/lib32:$ORACLE_HOME/network/lib32を環境変数 SHLIB_PATHに追加

注意注意注意注意 : インストールのバックアップを取る前に、ORACLE_HOMEのイン
ストール領域から実行中のすべてのプロセスを完全に停止してください。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installerインベントリをリストアするには、
oraInventory.bakを oraInventoryにコピーします。
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インストール準備
インストール前にインストール前にインストール前にインストール前に Oracle Enterprise Manager Web Siteを停止を停止を停止を停止

Oracle9iASインスタンスが含まれ、Oracle Enterprise Manager Web Siteが実行されているマシンにインス
トールを実行する前に、Oracle Enterprise Manager Web Siteを停止する必要があります。

Web Siteを停止するには、次のコマンドを実行します。

$ORACLE_HOME/bin/emctl stop

Oracle Email 
ここでは、Oracle Emailのインストール準備について説明します。

Oracle Emailプロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止
次の手順に従って、Oracle Emailプロセスを停止します。

1. SMTP受信プロセスを停止します。

$ORACLE_HOME/bin/oesctl shutdown hostname:um_system:smtp_in

2. プロセスが完了したことを示すメッセージが表示されるまで 10分待ちます。

3. すべての Oracle Emailプロセスを停止します。

4. OC4J_UMインスタンスを停止します。

$ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl stopproc type=oc4j instancename=OC4J_UM

5. Oracle Internet Directory Infrastructureが実行中であることを確認します。

Oracle Files 
Oracle Enterprise Manager Web Siteを使用して、Oracle Filesのドメインおよびノードを停止します。

1. ブラウザから次の URLにアクセスします。

http://machine:port

次に例を示します。

http://myserver.mycompany.com:1810

2. ポップアップ・ウィンドウに認証情報を入力します。

3. ご使用のインスタンスをクリックします。

ページがリフレッシュされ、すべての iASコンポーネントが表示されます。

4. Filesコンポーネントをクリックします。

Oracle Filesのコンポーネント・ページが表示されます。

5. 「ドメインの停止ドメインの停止ドメインの停止ドメインの停止」ボタンをクリックします。

6. 「はいはいはいはい」をクリックして確認します。

注意注意注意注意 : 複数のMiddle-Tierと複数のメール・ストアがある場合は、SMTP
受信サーバーを実行するすべてのMiddle-Tierを同時にアップグレードす
る必要があります。メールの配信が遅れるため、パッチを適用した SMTP
サーバー・インスタンスとパッチを適用していないインスタンスを、同じ
メール・ストアに対して同時に実行しないでください。この制限は、
SMTP受信サーバーを実行していないその他のMiddle-Tierには適用されま
せん。
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インストール
インストールインストールインストールインストール
インストール時のエラーを回避するために、Oracle Collaboration Suiteパッチ・セットを次の順番で適用
することをお薦めします。

■ Information Storage

■ Infrastructure

■ Middle-Tier

Information Storage
次の手順に従って、Information Storageをインストールします。

1. 次のいずれかのコマンドを実行して、パッチ・セットから Oracle Universal Installerを起動します。

■ ./runInstaller

■ ./runInstallerNLS

Oracle Universal Installerの「ようこそ」画面が表示されます。

2. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

「ファイルの場所」画面が表示されます。この画面には、Information Storageがインストールされて
いる ORACLE_HOMEの名前と場所が表示されます。表示されない場合は、正しいパスの場所を入力
してください。

3. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

「サマリー」画面が表示されます。

4. 「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。

インストールが完了すると、「インストールの終了」画面が表示されます。

注意注意注意注意 : パッチ・セットをインストールする前に、すべての Oracle Email
プロセスを停止してください。各プロセスは、oesctlコマンドを使用して
停止してください。

注意注意注意注意 : runInstallerNLSコマンドを実行すると、10か国語のユー
ザー・インタフェース・サポートがインストールされます。
runInstallerコマンドでインストールされるのは、英語のみのユー
ザー・インタフェース・サポートです。
Oracle Collaboration Suiteをインストールしたときに選択したコマンドに合
わせる必要があります。

注意注意注意注意 : このパッチのインストール時に実行する構成ツールはありません。
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インストール
Infrastructure
次の手順に従って、Infrastructureをインストールします。

1. 次のいずれかのコマンドを実行して、パッチ・セットから Oracle Universal Installerを起動します。

■ ./runInstaller

■ ./runInstallerNLS

Oracle Universal Installerの「ようこそ」画面が表示されます。

2. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

「ファイルの場所」画面が表示されます。この画面には、Infrastructureがインストールされている
ORACLE_HOMEの名前と場所が表示されます。表示されない場合は、正しいパスの場所を入力して
ください。

3. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

「Oracle Internet Directory」画面が表示されます。

4. Oracle Internet Directoryのスーパー・ユーザーのアカウント名とパスワードを入力します。たとえ
ば、cn=orcladminです。

5. 「次へ」をクリックします。

「Oracle Infrastructure Database」画面が表示されます。

6. データベース SYSユーザーのパスワードを入力します。このパスワードによって、SYSユーザーが
ログインし、データベースを起動できるようになります。SYSユーザーのデフォルトのパスワード
は、change_on_installです。

7. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

次に進む前に、すべての Infrastructureプロセスの停止を求めるプロンプトが表示されます。

8. すべての Infrastructureプロセスを停止します。

9. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

「サマリー」画面が表示されます。

注意注意注意注意 : パッチをインストールする前に、Infrastructureプロセスを停止しな
いでください。実行中の Infrastructureインストールの情報は、パッチで収
集される必要があります。すべてのプロセスを停止する必要がある場合
は、その旨が表示されます。

注意注意注意注意 : runInstallerNLSコマンドを実行すると、10か国語のユー
ザー・インタフェース・サポートがインストールされます。
runInstallerコマンドでインストールされるのは、英語のみのユー
ザー・インタフェース・サポートです。
Oracle Collaboration Suiteをインストールしたときに選択したコマンドに合
わせる必要があります。

注意注意注意注意 : 入力したデータベース sysのパスワードが正しいことを確認しま
す。パスワードが間違っていると、特定のツールが実行されません。詳細
は、「インストール後の作業」を参照してください。

参照参照参照参照 : 停止するプロセスについては、「Infrastructureプロセスの停止方法」
を参照してください。
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インストール
10.「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。

$ORACLE_HOME/root.shスクリプトを実行するためのダイアログ・ボックスが表示されます。

11. rootアカウントでスクリプトを実行します。

12.「OK」をクリックします。

構成ツールが起動し、Infrastructureプロセスが起動されます。インストールが完了すると、「インス
トールの終了」画面が表示されます。

Oracle Collaboration Suiteパッチ・セット・ツールの手動実行パッチ・セット・ツールの手動実行パッチ・セット・ツールの手動実行パッチ・セット・ツールの手動実行
パッチのインストール時に間違った SYSパスワードが入力された場合、3つのツールでエラーが発生し
ます。これらのツールを正常に実行するには、次の手順を実行する必要があります。

インストーラを終了し、次の手順を実行します。

1. $ORACLE_HOME/ocs_patch.logファイルの先頭に、次のエラー・メッセージが表示されている
かどうかを確認します。

insufficient privileges

このエラー・メッセージは、間違った SYSパスワードが入力されたことを示します。インストーラ
のユーザー・グループは SYSDBAおよび SYSOPERグループに配置されているため、SYSDBAとし
てのログイン時にはどのような SYSパスワードでも入力できます。正しい SYSパスワードを入力
しなければ、データベースの起動に必要が権限が提供されないため、パスワードを正確に入力する
ことは非常に重要です。

2. SYSユーザーで SYS用の正しいパスワードを入力して、SQL*Plusに接続します。

3. SQL*Plusスクリプト $ORACLE_HOME/ocs_patch/OCSpatch.user.sqlを実行します。

データベースが起動し、データベース・スキーマの更新に必要な SQL*Plusスクリプトが実行され
ます。

4. 実行中の oidmanおよび oidldapdプロセスを停止します。

注意注意注意注意 : 停止されていない Infrastructureプロセスがある場合、警告ダイア
ログ・ボックスに実行中のプロセスが表示されます。実行中のプロセスを
停止して、「再試行再試行再試行再試行」をクリックします。

表表表表 2-1 Oracle Internet Directory Infrastructureプロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/bin/oidctl server=oidldapd inst=1
connect=infrastructure_connect_string stop

必要な追加操作 なし

関連プロセス oidldapd

注意注意注意注意 : oidctlコマンドの使用後、実行中の oidldapdサーバー・インスタンス
がないことを確認してください。次のコマンドを使用して確認します。

ps -ef | grep oidldapd

表表表表 2-2 Oracle Internet Directory Monitor Infrastructureプロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/bin/oidmon connect=infrastructure_connect_string stop

必要な追加操作 なし

関連プロセス oidmon

注意注意注意注意 : oidmon stopコマンドを使用する前に、実行中の oidldapdおよび
odisrvインスタンスがないことを確認してください。
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インストール
5. $ORACLE_HOME/bin/oidpatchca.shスクリプトを実行して、Oracle Internet Directory Patch 
Configuration Assistantを実行します。

6. 次のコマンドを実行して、opmnおよび HTTPDプロセスを停止します。

$ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl stopall

7. 次のコマンドを実行して、OIDDASの earファイルを再配置します。

$ORACLE_HOME/jdk/bin/java -classpath
$ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar:$ORACLE_HOME/dcm/lib/dcm.jar:$ORACLE_HOME/jlib/emConfigIns
tall.jar:$ORACLE_HOME/lib/classes12.zip:$ORACLE_HOME/lib/dms.jar:$ORACLE_HOME/j2ee/home/oc4
j.jar:$ORACLE_HOME/j2ee/home/jaznplugin.jar:$ORACLE_HOME/lib/xschema.jar:$ORACLE_HOME/opmn/
lib/ons.jar:$ORACLE_HOME/dcm/lib/oc4j_deploy_tools.jar
-Doracle.ias.sysmgmt.logging.logdir=$ORACLE_HOME/j2ee/home/log
oracle.j2ee.tools.deploy.Oc4jDeploy
-oraclehome $ORACLE_HOME -verbose -redeploy -inifile $ORACLE_HOME/j2ee/deploy.ini

8. 次のコマンドを実行します。

$ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl start
$ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl startproc type=ohs
$ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl startproc type=oc4j
instancename=OC4J_DAS

opmn、HTTPDプロセスおよび DAS OC4Jインスタンスが起動します。

Infrastructureプロセスの停止方法プロセスの停止方法プロセスの停止方法プロセスの停止方法
Infrastructureプロセスの停止方法を示します。

表表表表 2–3 OC4J/HTTPD　　　　Infrastructureプロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl stopall

必要な追加操作 なし

関連プロセス opmn、java、httpd

表表表表 2-4 Enterprise Manager Infrastructureプロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/bin/emctl stop

必要な追加操作 ias_adminパスワードを入力して、EMを停止する。

関連プロセス perl

表表表表 2-5 Webcache Infrastructure プロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/bin/webcachectl stop

必要な追加操作 なし

関連プロセス webcached、webcachemon

表表表表 2-6 Directory Intregration Server Infrastructureプロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/bin/oidctl server=odisrv instance=1
connect=infrastructure_connect_string stop

必要な追加操作 なし
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関連プロセス odisrv

注意注意注意注意 : oidctlコマンドの使用後、実行中の odisrvサーバー・インスタンスが
ないことを確認してください。odisrvサーバーを停止するには最大 2分かかり
ます。

同じ oidctlコマンドを実行して odisrvを停止すると、次のメッセージが表
示されます。

「実行していないインスタンスは停止できません。」

2分たっても odisrvサーバーが停止しない場合は、次のコマンドを使用して停
止します。

$ORACLE_HOME/ldap/odi/admin/stopodiserver.sh -LDAPhost hostname
-LDAPport portnumber
-binddn "cn=orcladmin" -bindpass password -instance instance number
-clean

表表表表 2-7 データベースデータベースデータベースデータベース Infrastructureプロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/bin/sqlplusを使用して、SYSユーザーで RDBMSにログ
インします。

例例例例 :   "$ORACLE_HOME/bin/sqlplus sys/change_on_install as
sysdba"

SQL*Plusプロンプトで、shutdownコマンドを実行します。

必要な追加操作 なし

関連プロセス すべての ora_*プロセス

注意注意注意注意 :データベースの停止後、共有メモリー・セグメントが残っていないこと
を確認します。

次のコマンドを使用して、残っている共有メモリー・セグメントを確認し、
削除します。

次のコマンドで確認します。

ipcs

次のコマンドで削除します。

ipcrm

表表表表 2-8 TNS リスナーリスナーリスナーリスナー Infrastructureプロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl stop

必要な追加操作 なし

関連プロセス tnslsnr

表表表表 2-6 Directory Intregration Server Infrastructureプロセス（続き）プロセス（続き）プロセス（続き）プロセス（続き）

項目項目項目項目 説明説明説明説明
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Middle-Tier
次の手順に従って、Middle-Tierをインストールします。

1. 次のいずれかのコマンドを実行して、パッチ・セットから Oracle Universal Installerを起動します。

■ ./runInstaller

■ ./runInstallerNLS

Oracle Universal Installerの「ようこそ」画面が表示されます。

2. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

「ファイルの場所」画面が表示されます。この画面には、Infrastructureがインストールされている
ORACLE_HOMEの名前と場所が表示されます。表示されない場合は、正しいパスの場所を入力して
ください。

3. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

すべてのMiddle-Tierプロセスの停止を求める画面が表示されます。

4. すべてのMiddle-Tierプロセスを停止します。

5. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

「サマリー」画面が表示されます。

6. 「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。

$ORACLE_HOME/root.shスクリプトを実行するためのダイアログ・ボックスが表示されます。

7. rootアカウントでスクリプトを実行します。

次のエラーが出力される場合がありますが、無視して構いません。

su:IDが不明です。：unison

8. root.shスクリプトが完了したら、「OK」をクリックします。

構成ツールが起動し、Middle-Tierプロセスが起動されます。インストールが完了すると、「インス
トールの終了」画面が表示されます。

構成ツールの実行中に webcal.iniが存在しないというメッセージが出力される場合がありますが、
無視して構いません。

注意注意注意注意 : パッチをインストールする前に、すべてのMiddle-Tierプロセスを
停止してください。

注意注意注意注意 : runInstallerNLSコマンドを実行すると、10か国語のユー
ザー・インタフェース・サポートがインストールされます。
runInstallerコマンドでインストールされるのは、英語のみのユー
ザー・インタフェース・サポートです。
Oracle Collaboration Suiteをインストールした時に選択したコマンドに合わ
せる必要があります。

参照参照参照参照 : 停止するプロセスについては、「Middle-Tierプロセスの停止方法」
を参照してください。

注意注意注意注意 : 停止されていないMiddle-Tierプロセスがある場合、警告ダイアロ
グ・ボックスに実行中のプロセスが表示されます。実行中のプロセスを停
止して、「再試行再試行再試行再試行」をクリックします。
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Middle-Tierプロセスの停止方法プロセスの停止方法プロセスの停止方法プロセスの停止方法
Middle-Tierプロセスの停止方法を示します。

Oracle Email、Oracle Filesプロセスの停止手順については、表 2-12「プロセスの停止に関する説明の参
照先」のコンポーネント固有の管理者ガイドおよびリファレンス・ガイドを参照してください。

注意注意注意注意 : Infrastructureを実行中のシステムで、Middle-Tierにパッチ・セッ
トをインストールすると、Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant
が失敗します。このエラーは無視して、インストールを続行してくださ
い。インストールの完了後、active_EMD ORACLE_HOME（active_EMD
は、EMTABファイルが指す場所）から Oracle Enterprise Managerを起動し
てください。

表表表表 2-9 Enterprise Manager Middle-Tierプロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/bin/emctl stop

必要な追加操作 ias_adminパスワードを入力して、EMを停止する。

関連プロセス perl

表表表表 2-10 Webcache Middle-Tier プロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/bin/webcachectl stop

必要な追加操作 なし

関連プロセス webcached、webcachemon

表表表表 2-11 OC4J/HTTPD Middle-Tierプロセスプロセスプロセスプロセス

項目項目項目項目 説明説明説明説明

停止コマンド $ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl stopall

必要な追加操作 なし

関連プロセス opmn、java、httpd

表表表表 2-12 プロセスの停止に関する説明の参照先プロセスの停止に関する説明の参照先プロセスの停止に関する説明の参照先プロセスの停止に関する説明の参照先

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 参照先参照先参照先参照先

Oracle Email 『Oracle Email管理者ガイド』の第 4章「サーバーおよびプロセス」

Oracle Files 『Oracle Files管理ガイド』の第 4章「基本管理操作」 
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インストール後の作業
インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業
Oracle Collaboration Suiteパッチ・セットをインストールした後、次の作業が必要です。

Oracle Email 
ここでは、Oracle Emailのインストール後の作業について説明します。

■ 重複なしフラグ属性の設定

■ orclmailuserdldn属性の索引の再作成

重複なしフラグ属性の設定重複なしフラグ属性の設定重複なしフラグ属性の設定重複なしフラグ属性の設定
1. Oracle Internet Directory管理ツール（oidadmin）を使用して、リスト・サーバーのデフォルト・エ

ントリに移動します。

リスト・サーバー・エントリの DNは次のとおりです。

cn=hostname:um_system:list,cn=mailProcessConfig,cn=eMailServer,cn
=oracle_home,cn=hostname,cn=Computers,cn=OracleContext

2. このエントリの orclmailprocflags属性を次のように設定します。

orclmailprocflags 属性を表示するには、Oracle Internet Directory Managerの表示プロパティ・オプショ
ンに「すべて」を選択する必要があります。

-do_duplicate_checks

この操作は、リスト・サーバー・プロセスのデフォルト・エントリ、またはリスト・サーバー・イ
ンスタンスの各エントリに対して実行する必要があります。

orclmailuserdldn属性の索引の再作成属性の索引の再作成属性の索引の再作成属性の索引の再作成
次の手順に従います。

1. 環境変数 LC_ALLと LANGの設定を解除します。この手順は、英語環境のユーザーには必要ありま
せん。

2. 次のコマンドを使用して、Oracle Internet Directory で、orclmailuserdldn属性の既存の索引を削
除します。

$ORACLE_HOME/ldap/bin/catalog.sh -connect
infrastructure_database_connectstring -delete -attr orclmailuserdldn

3. 次のコマンドを使用して、Oracle Internet Directory で、orclmailuserdldn属性の索引を再作成し
ます。

$ORACLE_HOME/ldap/bin/catalog.sh -connect infrastructure_database_connectstring -add -attr
orclmailuserdldn

4. 環境変数 LC_ALLと LANGを元の値に戻します。この手順は、英語環境のユーザーには必要ありま
せん。

注意注意注意注意 : 以下の作業はMiddle-Tierの Oracleホームで実行します。

注意注意注意注意 : 複数のメール・ストアと複数のMiddle-Tierがある場合は、手順 1
～ 5を 1回のみ実行してください。

注意注意注意注意 : catalog.shを実行するには、Oracle Internet Directoryのデータ
ベース・ユーザー（ODS）・パスワードが必要です。デフォルトのパス
ワードは odsです。
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5. Oracle Internet Directory を停止して再起動します。

6. 次のディレクトリに移動します。

$ORACLE_HOME/oes/install/sql

7. sqlplus/nologを実行します。

8. 各メール・ストアに対して、SQLスクリプト um9032_install.sqlを実行します。Oracle Email
のパスワードとメール・ストアの接続情報の入力を求めるプロンプトが表示されます。

この際、Information Storageのメール・ストア用データベース・インスタンスを起動しておく必要が
あります。

9. Oracle Emailプロセスを再起動します。
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修正済の不
3

修正済の不具合修正済の不具合修正済の不具合修正済の不具合

この章では、このパッチ・セットで修正された不具合について説明します。ここでは、次の項目につい
て説明します。

■ Oracle Email

■ Oracle Internet Directory

■ Oracle Files
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Oracle Email
Oracle Email 
表 3-1「このパッチ・セットで修正された Oracle Emailの不具合」に、このパッチ・セット・リリースで
修正された Oracle Emailの不具合を示します。
表表表表 3-1 このパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正された Oracle Emailの不具合の不具合の不具合の不具合

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 説明説明説明説明

2596691 ハウスキーパのプルーニングで、メッセージ本文が欠落する場合があります。

2577832 CCフィールドで、韓国語が正確に表示されません。

2573638 ごみ箱が使用不可の場合、メッセージ・ビューでメッセージを削除しても、次のメッセージ
が表示されません。

2567565 リスト・サーバーで生成されたリスト IDヘッダーは、RFC 2822に準拠しません。

2562556 IMAPサーバーでは、韓国語を含むフォルダ名はサポートされません。

2553189 SMTP In Max Message Sizeパラメータでは、メッセージ・サイズ制限がありません。

 2543309 電子メール・メッセージを HTML形式で開くと、
STRINGINDEXOUTOFBOUNDSEXCEPTIONが発生します。

2534867 エンベロープ・フェッチ・パラメータでエラーが発生した場合でも、送信サーバーはメール
を継承します。

2533536 アドレスに等号（=）が含まれる場合、送信サーバーはメール・アドレスを間違って解析しま
す。

2533187 エンベロープの戻りパスの末尾に改行が含まれる場合、ローカル・リレーは失敗します。

2531370 「音声 /FAXユーザーの追加」ページで、ワイルドカード検索に使用するアスタリスク（*）
は変換されません。

2528257 返信メッセージが添付ファイルとして送信された場合、添付ファイルが欠落します。

2526105 添付ファイルを含むメッセージを転送すると、添付ファイルが欠落します。

2525956 英語のメッセージが表示されません。

2523077 メール・リストのサブスクリプション確認ページのボタンが機能しません。

2523066 サブスクライブ・メール・リストおよび非サブスクライブ・メール・リストの確認メッセー
ジが変換されません。

2520627 2人のユーザー間で交換された自動返信メッセージでループが発生します。

2519731 音声 /FAX作業環境の添付拡張が欠落します。

2515949 Netscape Navigator 4.7xでは、空白が含まれるフォルダ名を開けません。

2515612 特殊なフォルダとしてサブフォルダを使用することはできません。

2513950 SMTP送信サーバーは、メッセージ・サイズ・エラーを一時的なものとして処理します。

2512661 拡張検索で使用できる日付書式はローカライズされていません。

2512659 拡張検索 Javaスクリプトには、ハードコードされた文字列が含まれています。

2512372 メッセージの日付書式はローカル書式では表示されません。

2509330 メール・ストアの DNが変更された場合、プロセス管理 APIは、メール・ストアの作業環境
の作成に失敗します。

2508718 Web Clientでは、前のページですべてのメッセージが削除されると、そのページは表示され
ません。

2506364 フィルタ条件の送信日付書式はローカル書式では表示されません。

2505850 共有フォルダ・オプションのセクションは変換されません。

2505848 次のメッセージ機能および前のメッセージ機能では、読込み済のメッセージにはマークが付
きません。
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2504058 デフォルトのロケールが英語以外の場合に SSO画面で英語を選択すると、英語のリソース・
バンドルが検索されません。

2503862 受信ボックス・フォルダ名は変換されません。

2491610 サブフォルダを持つマルチバイトのフォルダは開けません。

2473210 特殊文字を含むフォルダ名は開けません。

2473164 転送されたメッセージにイメージを挿入すると、イメージが破損します。

2473153 ドラフト・フォルダに格納されていたメッセージは、送信後に削除する必要があります。

2472997 メッセージの優先順位が表示されません。

2472917 配信されずに戻されたメールで問題が発生します。

2465955 マルチバイトのファイル名を含む添付ファイルが破損しています。

2455897 名前を指定せずにリストを作成すると、STRINGINDEXOUTOFBOUNDSEXCEPTIONが発生
します。

2447611 添付ファイルとしてメッセージを追加すると、ヘッダーが空になり、配列に失敗します。

2442794 メッセージ・ビューでメッセージを削除すると、メッセージが破損します。

2442179 構成および受信済のメッセージでは、フォント・サイズに一貫性がありません。

2418506 アカウントが割当て制限を超えると、割当て制限を超えたメッセージはログイン時に表示さ
れなくなります。

2332706 権限受領者の権限は変更できません。

2528979 メール作成用のWebエディタに、表を作成する関数を追加します。

2533489 転送された元のメールに添付されたファイルが欠落します。

2533492 メールのメイン・メッセージを印刷する関数。

2555970 電子メール内のハイパーリンクでは、新しいブラウザ・ウィンドウが表示される必要があり
ます。

2566800 有効期限の書式に関する情報が表示されます。

2600291 添付ファイルをローカル・ドライブに保存できません。

2611661 承認後のモデレートされたリストは、重複するメッセージを確認しません。

2631736 リストにメッセージが送信され、あるメンバーが自動返信を有効にすると、ループが発生し
ます。

2629926 HTML形式のみで送信されたメッセージは処理されません。

2611525 ある変更者がメールをポストすると、メールの承認が他の変更者に送信されます。

2608475 編集されたリストでは、リストにサブスクライブされたすべてのユーザーがメールを送信で
きます。

2590083 リスト・サーバーは、サブスクライブ・コマンドを処理しません。

2621566 フォルダのプロパティを保持した日付ベースのメッセージの有効期限が機能しません。

2589175 受信ボックスのロックによってシステムの処理速度が下がり、ロックが解除されるまで、す
べてのメール配信が停止します。

2625815 メッセージの取得時、ORA-01555メッセージが表示されます。

2627545 同じポートで複数のリスナーが実行している場合、サーバーは再登録できません。

2619000 行が 4KB未満の場合、SMTP受信サーバーがクラッシュします。

表表表表 3-1 このパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正された Oracle Emailの不具合（続き）の不具合（続き）の不具合（続き）の不具合（続き）

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 説明説明説明説明
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2567195 韓国語の Internet Explorerでは、パラグラフ・オプションは機能しません。

2617895 クライアントによって作成および拡張された画面でメールへのリンクを作成し、リンクをク
リックすることによって、Oracle Emailで電子メールの本文に直接アクセスできる新機能。

2620124 韓国語で「返信する」、「全員に返信する」または「転送する」機能を使用すると、電子メー
ルの本文が表示されません。

2618223 HTMLで返信または転送すると、元のメッセージが破損します。

2627877 添付または引用機能を使用すると、編集した本文および元の本文が添付ファイルとして送信
されます。

2620127 削除されたメッセージをリストアすると、メール・ヘッダーのリストに削除マーカーが残り
ます。

2627913 空のフォルダまたは移入されたフォルダを削除しても、警告は表示されません。

2483122 リストに電子メールを送信すると、エラー・メッセージが表示されます。

2626038 韓国語では、ドラフト・フォルダのメッセージ本文が破損します。

2625065 HTMLエディタの使用時、テキスト・カーソルがコンテンツ・ボックスになく、コンテン
ツ・ボックスの内容が選択されていない場合、リンク、イメージおよび表がコンテンツ・
ボックスの外に追加されます。

2643041 編集ボックスでカーソルをクリックしない場合、エディタの外に表が作成されます。

264304 Webメールによって、表のセルにデフォルトのデータが移入されます。

2636768 「すべてのフォルダ」画面では、サブフォルダは表示されず、削除できません。

2627883 元のメッセージに添付されたファイルは、元のメッセージへの返信時にオープンできません。

2649438 返信メッセージまたは転送メッセージが添付ファイルとして送信された場合、元のメッセー
ジは破損します。

2633485 2行の HTML署名が 1行で表示されます。

2625690 中国語ロケールのメッセージは送信できません。

2649253 返信メッセージが添付ファイルとして送信された場合、Java例外メッセージが表示されます。

2627898 電子メール・テンプレートを使用して電子メールを構成および送信すると、そのテンプレー
トが削除されます。

2625766 添付ファイルを追加した後、メッセージの優先順位が高から標準に変更されます。

2625868 上方および下方への「下書きに保存」および「テンプレートとして保存」ボタンの同期がと
れません。

2608291 ASCII以外のファイル名を指定したファイルを表示または保存すると、ファイル名が一時的
な形式に変更されたり、ビュー添付に変更されます。

2627822 「検索結果」画面から受信ボックスに戻ると、エラーが表示されます。

2638751 下書きまたはテンプレート機能を使用して電子メールを送信すると、韓国語の受信者名が破
損します。

表表表表 3-1 このパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正された Oracle Emailの不具合（続き）の不具合（続き）の不具合（続き）の不具合（続き）

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 説明説明説明説明
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表 3-2「このパッチ・セットで修正された Oracle Internet Directoryの不具合」に、このパッチ・セット・
リリースで修正された Oracle Internet Directoryの不具合を示します。

表表表表 3-2 このパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正された Oracle Internet Directoryの不具合の不具合の不具合の不具合

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 説明説明説明説明

2527345 名前による DAS検索が可能になりました。このエラー修正には、パッチをインストールした
後、DASクライアント・コンピュータごとに次の手順を手動で実行する必要があります。　
この手順は、Bug#2427345のエラー修正が必要ない場合は任意です。

People Search結果表の列数を制御する新しいパラメータを
$ORACLE_HOME/ldap/das/das.propertiesファイルに追加する必要があります。次の
行を、このファイルの末尾に追加します。

TABLE_SUMMARY|true

この行を前述のファイルに追加すると、DASでは、OID 9.0.2で表示される「Name」および
「Email」列の他に、「First Name」、「Last Name」、「Title」および「Telephone Number」列が表
示されます。表示された列名は、今後のリリースでカスタマイズ可能になる予定です。

2225786 検索におけるパフォーマンス dnの選択性。

2441157 型「(& (mail=*) (| (sn=tan) (sn=smith)))のフィルタ」。

2334728 サブスクライバの追加 /削除 /再追加。

2437872 LDAPスキーマが Oracle Collaboration Suite用に変更されます。

2442514 tombstone属性を指定すると、オブジェクト・クラスが変更されます。

2120725 Oracle Internet Directory Serverのプラグイン構成エントリがリフレッシュされます。

2445584 サーバー管理エントリの作成によって、スキーマの変更が確認されます。

1900178 LDAPサーバーは、特定の IPアドレスのポートにバインドできます。

2400998 カタログ属性の名前が 27文字を超えています。

2175280 bulkload.logがパージされました。

2138864 (!...ではなく (フィルタを含む ldapsearch。

2385093 Oracle Internet Directoryのレプリケーションおよび変更ログの整合性。

2150432 マルチバイトの orclpasswordattributeサポート。

2432894 Windowsにおける LDAPサーバーの信頼性。

2456517 Oracle Collaboration Suite用にカレンダを容易にインストールできる権限。

1399887 255文字を超える dn値のサポート。

2197620 特殊文字「%」および「_」を含むエントリまたは属性の ldapsearch。

2314755 エンコードされたバイナリ属性値の先行 NULLはバルクロードされません。

2392901 acpがエントリに添付された場合、エントリの削除はレプリケートされます。

2349893 Oracle Internet Directoryのレプリケーション診断。

2473256 bulkload.sh -チェック・オプションのエラー・レポート。

2321574 Oracle Internet Directoryで作成され、iplanetで削除されたエントリが同期化されます。

2388632 Dipサーバー・インスタンスのステータスが emd画面に表示されます。

2416346 Dipサーバーが、タグ付きのインタフェースを使用して同期化されたデータに対し、moddn
操作を実行します。

2447643 証明書の同期。

2458519 サブスクライバ用のサブスクライバ作成スクリプトがルートの直下に定義されています。
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2407491 URLから DASページにパラメータが渡されます。

2470418 パスワードの変更が DAS内で外部認証のプラグイン用にサポートされています。

2465107 orcldefaultprofilegroupが削除された場合の event_ntfyの属性値です。

2485762 iplanetに伝播されたサブタイプ属性。

2495547 user.authenticate()によって、サーバーから適切な LDAPエラー・コードが戻されます。

2495261 インストール /アップグレード時に発行されたスキーマ /レプリケーション警告。

2499991 マルチサーバーの Oracle Internet Directoryが、必要な属性を指定した 1レベル検索でエントリ
を戻します。

2471964 複数ノードでのバルクロードの実行時に、索引が作成されました。

2522977 LDAPディスパッチャによって、LDAPサーバー・プロセスが続行されます。

2517788 ユーザー検索で表示された列名。

2517985 DASによって、Oracle Internet Directory Serverの起動または停止が続行されます。

2527345 名前による DAS検索が可能になりました。

2520744 ldapsslsocketfactoryimpl.javaパラメータが getdefault()を実装します。

2290921 DAS: 言語リスト・ボックスに表示された言語。

2170435 編集グループには、十分な権限を持つグループのみ表示されます。

2583711 ワイヤレス通知にはガイドが含まれません。

2451739 DASユーザーは DASでタイムゾーン設定を変更できる必要があります。

2558211 bulkmodifyパラメータで、オブジェクト・クラス属性の変更が可能である必要があります。

2349893 Oracle Internet Directoryのレプリケーション診断 : 

レプリケーション管理ツール REMTOOLを使用すると、既存のレプリケーション設定にある
問題を診断できます。問題を診断できるオプションが 2つあります。1つは問題の検出と報
告に役立ち、もう 1つは問題の検出と調整に役立ちます。

REMTOOLのその他のオプションはサポートされていません。

REMTOOLの使用方法 : 

remtool {-asrverify|-asrrectify} [-v]
[-connect repadmin_name/password@connection_identifier]

-asrverify : OIDレプリケーション設定の問題を検出して報告します。
-asrrectify : OIDレプリケーション設定の問題を検出、調整および報告します。
-v : 冗長モード

-connect : 分析対象であるディレクトリ・レプリケーション・グループの一部であるマ
スター定義サイト（MDS）またはリモート・マスター・サイト（RMS）の接
続詳細情報。

表表表表 3-2 このパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正された Oracle Internet Directory の不具合（続き）の不具合（続き）の不具合（続き）の不具合（続き）

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 説明説明説明説明
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表 3-3「このパッチ・セットで修正された Oracle Filesの不具合」に、このパッチ・セット・リリースで
修正された Oracle Filesの不具合を示します。

表表表表 3-3 このパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正されたこのパッチ・セットで修正された Oracle Filesの不具合の不具合の不具合の不具合

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 説明説明説明説明

2657711 HP-UXおよび Linuxでは、ReviewDocuments_<lang>.wftが欠落しています。

2591998 ワークリストが拒否された場合、通知の件名が間違って戻されます。

2562279 「ワークフローとの統合」で Filescaにエラーが発生します。

2549828 Wft変換で古いパッケージ名が参照されます。

2520755 作業領域の作成時に、アクセス拒否のエラーが発生します。

2501304 レビューワも承認者として動作します。

2501299 拒否率が 100%でない場合、Ifsが wf からの応答を待っています。

2663301 変更および保存後の Excelファイル（およびその他のファイル・タイプ）が破損しています。
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